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団地交流懇談会
は、団地のまちづくり活動の交流に加えて団地の今

とこれからの状況を調べて学び、住み続けられる住
宅地のあり方を考えようと、2018 年に始めた可
児市の住民有志による任意組織。
　定例会議（年間約 10 回）で住民活動の交流、
学び、課題や将来のあり方などの意見交換、
情報交換の他、調査活動、見学会、講演会
などを行っています。
　会費の他、可児市まちづくり活動助
成、都市住宅学会中部支部の財政
的支援を得て活動しています。
＜会の活動＞
　定例の運営会議のほか下記
2019 年
　見学会（高蔵寺NTぶらぶらまつり , 岐阜市芥見
東団地）、講演会・セミナー：住み続けられる団地
に向けてー広島と可児のまちづくり交流会
2020 年
　移動支援活動調査ー可児市・美濃加茂市・東浦町、
地域公共交通の学習
2021 年
　リモートワーカー調査、空き地・空き家調査、
見学会（各務原市八木山団地）、講演会「令和の住
宅団地ー郊外生活の現在と行く末」、調査協力（新
規入居者調査・若葉台、コミュニティ活動調査・
数団地）
2022 年
　見学会（高蔵寺NT）、調査協力（桂ケ丘ポケッ
トパーク利用実態）
2023 年
　市役所との意見交換、団地自治会調査

空き家率＝全住宅に対しての比率

空き家率 桜ケ丘 愛岐ケ丘 若葉台 緑 長坂 鳩吹台

2005年 3.0% 0.6% 2.1% 0.8% 0.9% 2.3%
2012年 3.7% 4.0% 4.7% 4.4% 4.8% 5.2%
2021年 5.6% 4.5% 6.5% 6.9% 7.6% 7.2%
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団地交流懇談会
の定例会議

可児市住宅団地分布

名古屋都市圏郊外 30km圏に
位置する可児市は、郊外通勤
者のベッドタウンとして、ま
た県内最大規模の工業団地も
立地しており、1970 年代に
民間デベロッパーによって多
くの戸建て住宅団地が丘陵地
に開発され、人口急増した 10
万人都市。将来人口は減少が
予測されている。また、外国
籍人口も約 8千人と多いのも
特徴となっている。
　入居戸数 200 戸以上の団地
が 18 あり、市民の約 40％が
住宅団地に居住している。多
くの団地では人口減少と高齢
化が進行しているが、さまざ
まなまちづくり活動も活発に
取り組まれている。

7団地を調査。平均空き地率 4.4％(10.0 ～ 0.8%）、平均空き家率 5.6％(7.0 ～
0.7％)。経年変化がわかる 6団地では、全て、空き地が減少し、空き家が増
加している。空き地の減少は新築ニーズがあることと、空き宅地での新築余
地が少なくなることを意味している。空き家は新規入居者の受け皿になり得
る資源であるが、リノベーションや建て替え更新などの方策も新規入居者を
迎えるには必要と考えられる。
　データ：2005 年／都市住宅学会中部支部、2012 年／名城大学海道研究室、2021 年
／団地交流懇談会

＜空き地・空き家調査　2021 年＞

広島市『住宅団地の活
性化に向けて』平成 27
年 3月を元に加筆

1970 年代に入居が始まった可児市の住宅団地は、子供世代の転出によって、人口減少と高齢
化が進んでいる。最も高齢化率が高い団地は愛岐ヶ丘 49.3%、後期高齢者率の高いのは若葉
台 25.4％（2020 年 4月）。一方で、郊外団地としての特性にも変化が見られる。近居（子供
世代の転入）、近隣地域就業者の増加、外国人居住者の増加など。ほとんどが戸建て専用住
宅地となっているが、その立地条件や団地規模などによって、変化にも違いが見られる。

＜地域変化＞

https://kanidanchi.web.fc2.com/



可児市住宅団地のまちづくり活動（例）
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●若葉台高齢福祉連合
会／「アッシーくん」

●桜ケ丘ハイツまちづ
くり協議会「お休み処」

●光陽台陽だまりの
会「陽だまりサロン」

人口減少、住民の高齢化で、安心・安全な生活に支障があったり、自治会・コミュニティ活動が困難になったりしている団地もある。
一方で、日常生活の不便を解消し、終の棲家（ついのすみか）となるように、ご近所との交流や文化活動、生活支援、移動支援、食事提供、
サロン活動などに、活発に取り組んでいる団地もある。
しかし、それぞれの団地での状況や取り組みは、ほかの団地にはあまり伝わっていないようにおもわれる。それぞれの団地での取
り組みの経験、状況を交流して、横につなげていくことによって、より効果的なまちづくりの取り組みが進むのではないだろうか。

＜愛岐ケ丘自治会＞ ＜若葉台自治会＞
地域の高齢者が住み慣れた地域で継続的
に安心して生活ができるように、営利を
目的としない高齢者の日常生活支援や介
護予防などに寄与する自主的な活動とし
て、「可児市地域支え合い活動助成金制度」
に規定された活動を実施
１.　サロン運営：場所　ふれあいセンター
 ・支え愛の会　 平日 10 時～ 12 時　　13
時～ 15 時 30 分
 ・集いの会 "笑顔 "　 毎週火曜日　10 時
～ 11 時 30 分
 ・木曜ひろば　第 2・第 4木曜日　10 時
～ 12 時　13 時～ 16 時
2. 生活支援
 買い物代行、家具移動、ゴミ出し支援な
ど日常生活のちょっとした困りごとの手
助け
3.　安否確認、見守り活動
 安心して暮らせるよう、日常的な見守り
活動や安否確認

1.  駐車場管理組合
空き地を自治会が借り上げ、駐車場として貸
し出す。18 カ所（令和 4年 10 月）
2.  空き地除草管理組合
3.  高齢福祉連合会：
　2012 年設立、会員約 100 名 / 自治会の委
託で活動を実施
・高齢者の自立支援事業　買い物移動支援－
「アッシー君」、ちょこっと支援（ゴミ出し、
草刈り、網戸補修など）、よりそいネット（家
事、買い物同行、相談、

可児市団地における住民ボランティアによる足の確保の取り組み

桜ケ丘ハイツ
帷子地区高齢者送
迎サービス事業 若葉台 愛岐ケ丘

経緯、運行主体

利用者

車両

ドライバー

予約システム

運賃

利用者数

平成19年アンケート調査、まちづ
くり協議会発足
平成 20 年移動支援の試行
平成 22 年　可児市との協同のまち
づくり事業として開始
平成 25 年社会福祉協議会事業とし
て継続

帷子地区社会福祉協議会
 
若葉台、長坂、鳩吹台、愛岐ヶ
丘、光陽台、緑、虹ヶ丘
 （帷子地区全域）
行き先は病院が最も多い、あ
と買い物その他

高齢福祉連合会が自治会から委託を受
けて、2012 年 10 月から運行。
買い物移動支援アッシーくん。
岐阜県「地域の絆づくり重点モデル事
業」(2012 年度 ) に採択され運行車両
購入 

（東鉄バス・帷子線・光陽台系統、
1日 9回。都市間高速バス）
→2021 年度から、生活支援の一つ
として新たに自治会支え愛の会、
によって移動同行支援活動を開始
した。毎週火曜日９時～１６時

会員制
65 歳以上

送迎サービス保証保険加入
( 年間 2000 円 )　70 歳以上

65 歳以上、利用者登録、無料
パス

 愛岐ケ丘自治会員で６５歳以上
の高齢者、登録制

乗用車 14 台、福祉車両 1台 原則ボランティア所有の車
希望者社協所有の車２台

ワゴン車 1台（自治会所有） 可児市社会福祉協議会の車両を貸
与

ボランティア
14 名登録

ボランティア 32 名
事務局員 6名

運転ボランティア 17 名、付き添いボ
ランティア 19 名　計 36 名

ボランティア
14 名登録

前日 19 時までにコーディ
ネーターに電話

月曜～金曜、AM9-PM4、5
日前から前日まで電話予約

月曜～土曜、10-12 時、Aコース、Bコー
ス、1日 4往復

支え愛の会ふれあいセンター電話
受付。空があれば当日でも

2021 年会費は 1000 円、走行 1km
あたり 25 円、団地内 100 円また
は 150 円

目的地までのガソリン代程度
(100 ～ 500 円 )

無料
若葉台～西可児駅前スーパー・病院・
銀行

事前にチケットを購入（１回１０
０円）帷子地区の病院・スーパー・
銀行等

会員 167 名
年間利用者 3265 人

登録 135 名
年間 3200 件

利用申込者 160 人、常連 50 名、
2018 年 4734 人、一日約 17 名

登録者 28 名
年間利用者 489 人

安否確認など）、困りご
と何でも相談、安心パー
トナー制度（見守り活動）
   ・ふれあい事業
　ふれあい朝市、楽しい
寺子屋、健康麻雀クラブ、
ダンディサロンなど
4.  ヤングの会、里山クラ
ブ、女性会、光寿会

＜団地自治会アンケート調査 2023 年＞ ＜リモートワーカーアンケート調査 2021 年＞

可児市全体の自治会加入率は 60％。
団地の自治会加入率は概ね 80％以上
と高い。
自治会活動の負担軽減は大きな課題と
して取り組んでいる。
住み続けるために重要なことは団地規
模によっても傾向に違いが見られる。
団地間交流への関心はある程度ある。

ほとんどがリモートワークがよかったと
評価し、団地の良さを実感したのも 3分
の 1。集会所などの公的利便施設、公園・
緑地、生活利便施設の改善期待が多い。

市内全団地自治会 27 を対象

https://kanidanchi.web.fc2.com/


